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研究成果の概要（和文）： 

オオカミからイヌ、イノシシからブタへと、野性種から家畜種への変化を、従来の比較形態学
的な研究に加えて、ＤＮＡ分析と、安定同位体による食性の研究により明らかにした。また中
国浙江省の約６千年前の田螺山遺跡、韓国金海會峴里貝塚の紀元前１世紀から紀元後１世紀の
貝層から出土した動物遺存体、骨角器の報告書を、国内の遺跡同様に執筆した。さらに、ラオ
ス北部の山岳少数民族の村に滞在し、ブタ、イヌ、ニワトリの飼育方法、狩猟動物と焼畑との
関係について調査を行った。 
 

研究成果の概要（英文）： 
We studied on the transitions of dogs from wolves and pigs from wild boars not only 
traditional morphological analysis but mtDNA and Paleo-diet analysis by means of stable 
isotope. We also published the faunal remains recovered from early Neolithic site of 
Tin-Lou-Shan in Chekiang Province of China and the of Kimhae shell midden in Korea as 
well as many domestic sites. We conducted an ethno-archaeological research on the ethnic 
minorities in Laos especially observed the way they kept their dogs, pigs and checkins 
and relationship between their hunting activities and slash and burnt agriculture. 
 

交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2007 年度 15,000,000 4,500,000 19,500,000 

2008 年度 10,000,000 3,000,000 13,000,000 

2009 年度 6,400,000 1,920,000 8,320,000 

年度    

  年度    

総 計 31,400,000 9,420,000 40,820,000 

 
 

研究分野：総合領域 

科研費の分科・細目：文化財科学・文化財科学 

キーワード：動物遺存体・人骨 

 
１．研究開始当初の背景 

日本における動物考古学は、今でも一般に多
くの考古学者が遺跡から出土する動物遺存
体を「自然遺物」と呼び、考古学者が自らの
研究の対象とする「人工遺物」と区別して、
他の動物学や古生物学者の扱うべき自然科
学の遺物と考えている。 

しかし、筆者らは、考古学専攻の立場から遺
跡出土の動物遺存体を扱い、考古学資料とし
て、骨や貝殻に投影されている人間の行動や
文化を、遺伝子分析、安定同位体による食性
分析、文献史学、民俗学、文化人類学、年代
学などの関連領域の研究者らとの共同研究
で明らかにしようとしてきた。2000 年代にな

機関番号：84604 

研究種目：基盤研究（Ａ） 

研究期間：2007 ～ 2009 

課題番号：19200058 

研究課題名（和文） 東アジアにおける家畜の伝播とその展開に関する動物考古学的研究 

                     

研究課題名（英文） Zooarchaeological Approaches on arrival and dispersal of domesticated 

animals in East Asia. 
研究代表者  

松井 章（MATSUI AKIRA） 

独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所・埋蔵文化財センター・センター長 

 研究者番号：20157225 

 



 

って急速に発達した、遺伝子分析、安定同位
体分析、骨を使った年代測定などと共同研究
を行う方法を確立しつつあった。 

 

２．研究の目的 

東アジアにおける家畜の起源と伝播の問題
は、不確かな文献の記録と、自然科学的年代
測定のされていない考古資料から語られて
きた。本研究は複数の関連する考古科学の領
域の研究者らと共同研究を行い、確実な家畜
の移入時期とその拡散の様子を、東アジア全
体で考えることが目的である。 
近年、遺伝子分析から、ニワトリ、ブタ、イ
ヌのいずれもが、 東アジアに起源を持つ可
能性が指摘されている。本研究は、考古資料
をもとに、家畜化の起源と系統、動物の利用
技術とその文化を明らかにする。 
更に民族考古学的調査により、東南アジアに
おける少数民族の動物利用技術を解明する
ことで、日本の先史・古代の生活史の復元に
役立たせたい。 
 
３．研究の方法 

本研究は、以下の方法を主眼として、それぞ
れの分野の専門家と共同研究を行った。 
（１）出土動物遺存体の同定と野生種・家畜
種の判別。 
（２）mtDNA の試料採取と分析。 
（３）ラオス山岳部の少数民族の家畜飼養と
焼畑・狩猟活動の民族考古学的研究を柱とし、
人間と家畜・野生動物との関係を、考古学的
に解釈する上での、有益な資料の収集を行う。 
 
４．研究成果 
（１）．日本の中世における動物利用につい
て、肉食に関するタブー・差別感などの社会
的背景をもとに考察を加えた（松井 2009、丸
山・別所・松井 2009、学会発表：松井 2009、
松井 2008）。 
（２）．海外の出版物、学会で、日本におけ
る動物考古学の研究成果を発表した。特にダ
ブリンの世界考古学会議で、セッションオー
ガナイザーを務め、発表し（Matsui 2008）、
バンクーバーでのアメリカ考古学会でのセ
ッション・チェアと発表を２本（Maruyama and 
Matsui2009、Matsui and Bleed2009）、中国
での考古科学国際会議での骨の傷跡と刃物
の関係に関する発表(Matsui 2007)、ダカー
ルでの貝塚ワークショップでの佐賀市東名
貝 塚 の 発 掘 の 成 果 に つ い て 発 表 す る
（Matsui2008）など、数多くの学会発表を行
った。 
海外調査は、日本列島の動物利用の考古学的
な国際比較のために、デール・クロースの実
施するオレゴン州サンケンビレッジの発掘
に参加した(菅野ほか 2008）。それぞれの成果
は順調に出版されつつある。 

（３）．2009 年 3 月、2010 年 3 月に、ラオス
山岳部の少数民族、タイルー、カム、モン族
の集落に滞在し、ブタ、イヌ、ニワトリなど
の家畜・家禽の飼育法を観察し、焼畑を舞台
にする野生動物との遭遇、イノシシ猟、セキ
ショクヤケイの囮猟などの技術を学んだ。猟
師、市場で、セキショクヤケイの標本を購入
し、骨格標本を作製したことは、今後のニワ
トリの起源を巡る研究に大きな基礎試料と
なるだろう。このラオスの民族調査は 2010
年度以降にも継続し、動物考古学と民族考古
学の新しいモデル研究となりつつある。 
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